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核融合の原理と産業化
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核融合（フュージョン）の原理
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図出典：https://www.qst.go.jp/site/jt60/4930.html

• エネルギー( E )が質量( m )と等価であるとい
う原理（E=mc2 )

• わずかな質量の差が非常に大きなエネルギー
に変わる

質量とエネルギーの等価性



なぜ核融合エネルギーが注目されているのか

• ベースロードになり得るクリーン電源
– 原発再稼働以外の選択肢

• 高いエネルギー効率
– 燃料1gで石油8トン分のエネルギー産出

• 燃料が無尽蔵に存在する
– 海水から抽出可能なリチウム、重水素を燃料とする

– 資源小国の日本にとって貴重

• 原発よりも安全
– 高濃度放射性廃棄物を殆ど出さない

• 国際協力研究「ITER」以外に産業化の国際競争が進展中

• フュージョン国家戦略により、実証炉建設の早期化、関連産業の育成が計画
されている
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核融合と親和性が高い産業群

尾崎弘之(2024)「最新核融合産業の動向と仕組みがよくわかる本」秀和システム
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国内外のロードマップと国際競争
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出典：内閣府「第一回社会実装検討タスクフォース資料」令和7年9月5日
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フュージョンエネルギー・イノベーション戦略
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